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に靴屋の様子が描かれている（図１）2）。ま
たギリシャ神話の金の入った革袋を持って
いるヘレメス（メリウス）やぶどう酒の入っ
た革袋を持っているシレヌスが描かれてい
る（図２）2，3）。ぶどう酒は古くからギリシャ
とイタリアの特産品であり、北方ヨーロッ
パやアラビア、インド方面への輸出品でも
あった。この時代、革は日常の生活用品で
あり、また軍備品でもあった。「イーリアス」

（ホメーロス作の英雄叙事詩　紀元前９世
紀頃）に描かれる兵士は兜と胸甲、臑

すね

当
あ

て
を身に付け、楯と槍を持つという装備で
あった4）。兜については、牡牛の皮または

１．はじめに
　古代ローマ人は地中海一帯を「日の出る
ところ」という意味でオリエントと称した。
紀元前８世紀頃、ギリシャとオリエントと
の交流が活発になり、鉄・銅・錫・銀など
の金属がギリシャにもたらされ、武器や農
具、日用品などに供され、一方、ギリシャ
からは農作物の他に土器などがもたらされ
た。オリエントにおいては、金属細工や織
物ばかりでなく、皮革製品も発達していた。
オーク（槲

かしわ

）や他の樹木の皮や 明
みょう

礬
ばん

を用
いた鞣しが行われており、さらに染色も行
われていた。これらの製品やその製造技術
もヨーロッパにもたらされた。

２．ギリシャ
　ギリシャは紀元前2000年頃からクレタ文
明、ついでミケーネ文明が栄え、前900年
頃ポリスができ一層発展した。ギリシャで
はエジプト同様に多数の家畜を飼育してい
たが、黒海地域、後にシチリア島や小アジ
アからも原皮を輸入していた。革製品とし
ては、履物や手袋、革袋、敷物、紐類等で
ある1）。最も原始的な靴は一枚の仔牛皮で
足を包むようにして、それを皮紐でむすぶ
というものであった。これをカルバティー
ネ（ギリシャ語でカルバティナイ）と称す
る。古代ギリシャでは、裸足の人もいたが、
多くは底革に革紐を付けたサンダルを使用
した。さらに爪先や踵の部分に革を取り付
けたものもあった。６世紀頃のぶどう酒を
入れる壷（クラテル）や杯（キュリクス）
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図１　古代ギリシャの靴屋
（壺　前６世紀）2）

図２　ぶどう酒を入れる革袋
（酒杯　前５世紀）2）
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青銅製であり、馬の尾の飾りが付いていた。
クサネコ（イタチの一種）の皮の兜もあっ
た。胸甲と臑当ては青銅であったが、鎧の
下端には下半身の防護に革製の草

くさ

摺
ずり

を垂ら
した。楯は皮製と青銅製があり、真中に握
り用の革の環がついていた。牡牛の皮を数
枚重ねた直径１メートルの大楯などもあっ
た。さらに皮の上に青銅を張り、あるいは
青銅の上に皮を張ったものもあった。デン
ドウラの墓から前15世紀の青銅製の鎧と猪
の牙製の兜が出土しているが（図３）5）、

「イーリアス」に、これを説明したような
箇所があり、外側には猪の白い牙を隙間無
く取り付け、内側は革紐とフェルトで補強
された皮製の兜とある。さらに革のサンダ
ルを履き、足まで届く大きなライオンの毛
皮や斑のあるヒョウの毛皮をまといとか、
オオカミの毛皮を肩にかけなどと記述され
ている。ギリシャの二輪戦車はエジプトの
戦車と同様に車台が編んだ革紐で出来てお
り、正面や側面の衝立が革や編んだ革紐で
木の枠組みを覆っていた6）。また革紐や革
帯は手綱や牽引具、締め具として使用され
ている。牛や山羊の皮は使用されたが、羊
や豚の皮は使用されていない。
　「イーリアス」には、戦闘後の地にまみ
れた兵士の様子を、大きな牡牛の皮を油に
浸してから、引き伸ばしたようだと記して
いる4）。これは油脂（主に豚の脂）を皮に
塗る油鞣しを示している1）。皮を伸ばすこ

とにより湿り気が無くなり、油が浸み込ん
でさらに伸びる。油脂が革の柔軟性と耐久
性に効果があることが知られていたと考え
られる。ホメーロスは植物や明礬のことは
述べておらず、この時代のギリシャでは油
鞣しが行われていたと推定される。
　職人は陶工、鍛冶屋、革工など職種ごと
にまとまって住んでいた。アテネの復元図
には、発掘された靴職人シモンの店舗付き
住居が描かれている7）。その横でシモンが
支持したと言われる哲学者ソクラテスが市
民らと話をしている。紀元前５〜３世紀頃
には製革業が盛んになり、この時代にオー
クやミルテ等の樹皮や果実にある強い渋味
に毒（矢に塗る）や解毒の作用があること
が知られ、後に鞣し剤としても利用された。
すなわち鞣皮性のある植物は薬剤としても
利用されていた。オークの没

もっ

食
しょく

子
し

（虫に
よる瘤）、松やハンノキの樹皮、ヴァロニ
アの殻斗およびスマックの葉等も使用され
た。またこの時代に、はっきりした証拠は
ないが、ローマと同様に明礬鞣しも行われ
ていたと思われる。
　書写用のパーチメントは四角形に裁断さ
れ、必要に応じてエジプトのパピリスやユ
ダヤの柔らかい皮と同様に長いロールにつ
なぎ、巻物（スクロール scroll）として円
筒に保管された。２世紀には、新しいパー
チメントが開発された。これを“コーデッ
クス codex”と称し、四角いパーチメント
を２つ折りにし、さらに４つ折り、８つ折
り に し、 こ れ を 集 め て 卷 あ る い は 冊

（volume）とし、これが今日の本（book）
となった8）。３世紀以降パーチメントは紙
が中国から伝わる近代まで広く利用された。
　ギリシャは東地中海の諸島やシリア、レ
バノンとの交易が盛んであり、その船の
ロープや帆にも一部革が利用されていた1，9）。

３．ローマ
　ローマでは紀元前６〜４世紀に都市国家

図３　ミケーネ式の装甲（左）と青銅の胸甲（右）
（左、前15世紀頃；右、前720年頃）5）
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が成立し、紀元前後に地中海を支配し大帝
国が成立した。古代ギリシャの哲学者プル
タルコスによると、ローマ帝政時代には、
コレギウムという８つの同職団体が存在
し、それに靴屋と革屋があったということ
だが、これが歴史的事実かどうかははっき
りしない1）。しかし、当時これらの職業や
革帯、馬具、楯、ぶどう酒や油の革袋等の
職人が存在していたことは確かである9）。
ローマの製革技術はギリシャのそれに類似
しており、脱毛に尿で腐らせた桑の葉を使
用し、鞣しにオーク、松、しだれ柳、はん
のき、スマックおよび没食子等を使用して
いた1）。没食子の代わりにとげのあるアカ
シア（アラビアゴムもどき）の莢や種、葉
が用いられ、さらにこの莢を煮沸・蒸発さ
せて薬剤を調製した。これが後に抽出鞣し
液（タンニンエキス）となった。ローマで
は明礬鞣しの薄物革を“aluta”と称して
いた2）。油鞣しについての文献はないが、
ギリシャと同様に行われていたと思われ
る。黒い革はえのき属の樹皮、茜の根およ
び緑礬（硫酸鉄）を含む胆礬（硫酸銅）を
用いて染色された。多様な色はむらさき、
リトマス苔、えんじ、サフラン、ザクロ、
もくせい草および藍等で染色した。
　古代ローマの歩兵が履いた靴（ガリガと
称した）は植物タンニン鞣しの革を２枚以
上重ねて縫い合わせて厚い靴底とし、それ
に鉄製の鋲やスパイクを取り付け、甲は革
紐あるいは編み上げであった2）。一般人は
サンダルや靴を履いた。帝王は紫色、貴族
は黄・赤・緑の靴を履き、平民は黒色の靴
を履いた。これらは明礬鞣しの染色した革
であろう。日本の古代では、高貴の男性は
黒色の烏

くりかわのくつ

皮 舃を履き、女性は 緑
みどりのくつ

舃 を履
いた10）。歩兵用の丸楯（パルマ）は皮製で
あり、半円筒形の全身を隠すほどの大きな
楯（スクトウム）は板を革で覆ったもので
あった。代表的な鎧（ロリカ）は青銅板で
あるが、肩や腰を青銅または革の短冊形の

札
さね

で覆った。この時代に 鎖
くさり

帷
かた

子
びら

が発達し
たが、金属製あるいは革製の小

こ

札
ざね

鎧
よろい

も登
場した。
　地中海交易が盛んであり、オスティアは
ローマへの食料を供給する港町となった。
物資輸送の帆船の帆に革も使用されていた2）。
　パーチメントの製造はローマ帝国時代に
徐々に発達し、文字を書かない面を染色す
ることもまれではなかった。その後、北西
ヨーロッパにキリスト教とともに普及した。
　紀元前４世紀頃繁栄したイタリアのポン
ペイ遺跡の発掘において、鞣し作業場の跡
が発見された（1873年）1）。それは8.50× ９
mの大きさで、一部が低い壁で仕切られて
おり、15個の丸い穴と、その４個ごとに長
方形の穴が３個ある（図４）1）。それらには
スタッコ（石膏、砂、生石灰の混合物）が
塗られており、各々に注入用と排出用の２
個の穴が開いている。壷には鞣し液があり、
大きい丸い穴は植物タンニン鞣しに、長方
形の小さい穴は明礬鞣しに使用されたこと
が推定される。使用した長方形のスリッ
カー（銀面や肉面を粗く削る刃物）や弓形
の銓刀、半月形の靴屋用包丁などの道具類
も発見されている1）。さらに山羊の革袋か
ら酒が出過ぎないように袋の口を押さえて
いる酒神の従者サテュロス像（青銅）が出
土している11）。またライン川近くの国境の
遺跡からも、多くの革の残欠や製革用の道
具類が発掘され、ドイツのマインツやボン
の博物館に保存されている。

４．北・中部ヨーロッパ
　ゲルマン民族は北ヨーロッパに住み牧畜

図４　ポンペイの製革場の平面図と道具
（紀元79年埋没）1）
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と農耕を行い、紀元前１世紀頃にはローマ
帝国の周辺にまで移動した。この頃、衣類
として羊毛や亜麻、靭皮と共に家畜や野生
動物の毛皮も利用していたことは疑いな
い。このことは羊の毛皮が沼沢地の遺体の
側に多く存在していたことから言え、その
ほかにも山羊や鹿、熊、アザラシ等の皮も
利用していたであろう。古代（３〜４世紀）
の靴や毛皮の遺物が多数残存しており、そ
れらは主に北ドイツ、スカンジナビア、オ
ランダのものである1）。キールのシュレス
ヴィヒ・ホルシュタイン博物館に靴や毛皮
があり、これらの一部は墳墓や沼沢地のも
のである。靴は毛面を内側にし、踵は無く、
飾りや刻みが付けられている1）。５世紀頃
には、北欧特にスエーデンから高価な毛皮
製品がドイツさらにはローマにまで交易さ
れていた。ゲルマン人は青銅製ばかりでは
なく、革製の甲冑や楯も使用した。靴は１
枚の革で足を包み、革紐で締めるもので
あった。アダムクリシやパリ、ローマのレ
リーフや銅像から、初期青銅器時代から革
バンドで吊るしたズボンを穿き、革靴を履
いていたことが推定される。５世紀末には、
踝までの革靴を履き、また西ゴート人貴族
が馬革の靴を履いてていたことは確かであ
る1）。６世紀以降のスカンジナビア半島で
の風習として、舟を陸に上げ、その中に死
者を埋葬したが、その舟墓の副葬品に馬や
牛、犬の家畜の他に靴や馬具、革で覆った
木製の楯があった2）。ノルウェーのオーゼ
ベリ（オスロフィヨルド西海岸）では、船
の舳先に獣頭形あるいは動物文の装飾に金
工や木彫の他に革細工がなされ、ヴァイキ
ング美術の一典型となっている12）。

５．まとめ
　古代のギリシャ・ローマにおいて、革は
日用品ばかりでなく、軍用品として利用さ
れた。革製のサンダルや靴が一般的に使用
され、またぶどう酒や油、水を入れる革袋

にも使用された。ギリシャ時代の鎧は青銅
製であったが、革製の草摺が付けられた。
ローマ時代には鎖帷子と小札鎧が登場した
が、後者には革製のものもあった。両時代
の楯は青銅と革が共に使用された。
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